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（財）長寿社会開発センタ
－の後援を得て、「炭焼き体
験塾」をグル－プ わ 本部
の主催、環境部会ケナフの
会の協力で、平成１７年３
月１２日（土）１０～１２
時、シルバ－カレッジ中庭
で行った。一方、当日は午
後にはしあわせの村研修館
ホ－ルで「昔あそび塾」も
行われた。 
参加人員 
 当日は風が強く寒い日で

あったが、子供２９名、大人

い、まず、炭焼き炉の説明
を行った後、次の順序で炭
焼き体験をして貰った。 
(１)前日焼いた竹炭を炉か
ら取り出し、炭のでき具合
状況の見学と説明 
 竹７０ｋｇ炭焼きして約
２２ｋｇの竹炭ができた状
況は臨場感のある光景で、
我々も何度経験しても感動
を覚える瞬間であるが、参
加者からもウォ－と言うよ
うな声があがり、臨場感と
炭はこのように焼けるのか
を見て、体験して貰った。
(２)炭焼き炉への竹の装入
作業 
 炭焼きをするためには、
まず炉に備えつけられた鉄
籠にあらかじめ裁断した６
つ割れの長さ約５０ｃｍの
短冊状の竹を隙間のないよ
うに詰めることが必要であ
る。この作業を子供達全員
で交代して体験して貰っ
た。幼稚園から小学校６年
生までの子供達であった
が、小さい子供は親が手伝
い嬉々として作業してくれ
た。親子での共同作業は体
験塾のよいところであり、
微笑ましい光景であった。
竹を詰めた鉄籠は炉に備え
付けた揚重機を用い炉に装
入し、炉の蓋をして準備を
終了した。 
(３)炭焼き炉の点火および
炭焼き体験 
 炭焼きは点火後、薪を焚
きながら、送りこむ空気量
を調整して、約４時間かけ
て３５０～４００℃に加熱
し、更に１時間保持し、そ
の後は炉を密閉して翌朝ま
で徐冷して炭を作る。 
 当日は、子供に点火して
貰い、また薪の炉への入れ
作業を体験させると共に、
覗き窓からの炭焼き状況の
観察を子供達に体験して貰
った。子供達は炉内の火の
様子や煙突からもうもうと

は不可能である。炭焼き体
験塾は昨年度に引き続いて
２回目のイベントで、昨年
の経験を活かして、限られ
た時間内で、炭焼きの臨場
感をできるだけ体験して貰
えるように 
(１)前日に約２４時間かけ
て焼いた竹炭を、当日朝に
炭焼き炉から出し、炭ので
き具合を見せる 
(２)あらかじめ準備した竹
素材を炭焼き炉に子供達が
装入する 
(３)炉に子供が火入れする
(４)子供達が炭焼きの状況
を炉覗き窓から観察する 
(５)前日焼いた竹炭を子供
達が用意したビニ－ル袋に
入れ、炭焼き体験の記念とし
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上がる煙や炉内温度計の上
がり状況を興味深く見、あ
る程度の炭焼き体験を感じ
てくれたように思った。 
(４)前日焼いた竹炭の配布 
 竹炭の消臭、水浄化、土
の改良等竹炭の上手な使い
方を説明した後、用意した
ビニ－ル袋に子供達がそれ
ぞれ炭を入れ、炭焼き体験
の記念として持ち帰って貰
った。 
ふりかえってみよう 
 最後に美工室で「ふりか
えりシ－トに書きましょ
う」および「ふりかえって
みよう」を行い、参加者か
ら「炭焼きの体験ができて
大変よかった」「大変お世話
になりました」等のお礼が
多数述べられ、成功裡に終
えることができた。 
所感 
 炭焼き体験教室は、炭焼
きする竹の準備、炭焼き炉
の搬入設置、前日の炭焼き
等準備が大変であったが、
参加の子供さん、親から大
変感謝され、我々の苦労も
吹き飛んだ思いであった。
ご協力頂いたグル－プ わ 
本部スタッフ、ケナフの会
の皆様に心から感謝致しま
す。 

２７名計５６名（２０家族）
の参加があった。主催側は
わ 本部スタッフ、環境部会
ケナフの会・在校生ケナフ
の会約２０名が出席し、
種々の準備、指導をした。
炭焼き準備 
 炭焼きは当日使用した
「短時間で炭焼きができる
ように開発された炭焼き
炉」を用いても炉への竹の
装入→火入れ→炭焼き→炉
からの炭取り出し等一連の
作業を終るには、２４時間か
かるので、数時間ですべて
の作業を体験して貰うこと

て持ち帰れる等の諸準備を

事前に行った。 
 当日使用した炭焼きの竹
は阪神淡路大震災１０周年
「鎮魂の灯」に用いられた
竹を使い、子供達にそのこ
とを説明した。これらの準
備はケナフの会員で行い、
延べ人員約６０名、延べ時
間約約２５０時間をかけて
実施した。 
実施状況 
 参加者は、皆、炭焼きは
始めての方で、シルバーカ
レッジ中庭に設置した炭焼
き炉の周囲に集まって貰


